








グレーシア乳剤は散布後約2週間効果が持続します。
次の薬剤を散布するローテーションの目安として下さい。
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グレーシアの殺虫効果は長期間続き、
約2週間害虫の加害を防ぎます。

野外系統に対する効果（コナガ）

2014-17年 日産化学生物科学研究所  
試験ステージ：3齢幼虫  試験法：キャベツ葉片浸漬  展着剤：アドミックス 3000倍  連制：7頭2反復  調査時期：処理6日後  室温：25℃  湿度：65%  光周期：16L 8D

2017年個体群① 2017年個体群② 2017年個体群③ 2016年個体群④ 2016年個体群⑤ 2015年個体群⑥ 2015年個体群⑦ 2014年個体群⑧

キャベツ葉片浸漬法によるコナガ3齢幼虫の死虫率（%）［処理6日後］
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2005-17年 日産化学生物科学研究所  
試験ステージ：雌成虫  試験方法：直接散布  散布水量：3.0mg/c㎡  連制：10頭2反復  調査時期：処理3日後  室温：25℃  湿度：65%  光周期：16L 8D

グレーシア乳剤は今までの殺虫剤が効きにくくなった各地のコナガに対して、
高い効果を発揮しました。
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野外系統に対する効果（アザミウマ類）

グレーシア乳剤2000倍 A乳剤1000倍 Hフロアブル1000倍

グレーシア乳剤は今までの殺虫剤が効きにくくなった
各地のアザミウマ類に対して、高い効果を発揮しました。

直接散布法による
ミナミキイロアザミウマ、
ミカンキイロアザミウマ成虫の
死虫率（%）［処理3日後］

2014年ミナミキイロアザミウマ個体群①
2016年ミナミキイロアザミウマ個体群②
2007年ミナミキイロアザミウマ個体群③
2008年ミナミキイロアザミウマ個体群④
2014年ミナミキイロアザミウマ個体群⑤
2005年ミカンキイロアザミウマ個体群⑥
2017年ミカンキイロアザミウマ個体群⑦

害虫に対する効果の持続性

ハスモンヨトウに対する効果の持続性 ミナミキイロアザミウマに対する効果の持続性
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2012年 日産化学生物科学研究所
試験方法：鉢植えキャベツ切り取り法
供試虫：ハスモンヨトウ3齢幼虫  調査：放虫6日後 5頭4連制

日植防委託試験（2015年宮崎）
●定植：2014年12月11日 ●散布：2015年2月17日 ●散布量：310L/10a ●1区14株3連制
●調査方法：各区中央10株当たり中位2葉（計20葉/区）の成幼虫数を調査。

グレーシア乳剤は葉内への浸達性が高いので、
薬剤が掛かりにくい葉裏の害虫もしっかり防除します。

グレーシアは葉裏への害虫にも効果があります。
葉表から葉裏への浸達性

キャベツ葉表    葉裏：コナガ きゅうり葉表   葉裏：ミナミキイロアザミウマ

寄
生
虫
数
/2
0葉

2017年 日産化学生物科学研究所
■試験方法:所定濃度に希釈した薬液をキャベツの葉表のみ、または葉裏のみに散布。
1日後、葉裏または葉表にコナガ2齢幼虫を接種し食害度を試算。

2017年 日産化学生物科学研究所
■試験方法:所定濃度に希釈した薬液をキュウリの葉表のみに散布。
散布1日後、葉裏にミナミキイロアザミウマ成虫を接種して、正常・
異常・死亡から苦悶死虫率を算出。
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グレーシアは、今までの殺虫剤が
効きにくくなったコナガ、アザミウマにも
優れた効果を示します。

抵抗性の害虫に 殺虫効果の持続性/葉内への浸達性
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